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１．学びの構想
（1）これまでの学びを受けて
　2010年３月，修学旅行先での横浜にて，創作音楽ドラ
マ『つながり―いま前に踏み出そう―』を上演した。こ
れは，子どもたちが「MADE at HOME」をテーマに２年
間学習してきた総合的な学習の時間の集大成であり，家
庭でできるエコな生活や自然保護について「自分の身の
回りでできることを，たとえ小さなことからでもいいか
らやっていこう」という想いを込めて創り上げた作品で
ある。音楽科では，作品を上演するのに「音楽を主体的・
協働的に創る喜びを感じること」「感動体験を共有し音
楽性を高めること」をねらい，曲の創作・表現の追究に
取り組んだ。この上演に対しての評価は高く，聴衆の共
感を呼んだ。しかし，子どもたちの自己評価は意外に厳
しく，「もっと自分たちが取り組んできた内容や想いを
伝えたい」「より質の高い音楽表現を目指したい」と更
に高いレベルでの作品の実現を目指し，３年生を迎えた。
　子どもたちは，横浜での上演を再度鑑賞し，音楽，演
出，照明など様々な視点から作品を見つめ直した。その
時，「聴き手に想いが伝わるように出だしの言葉をはっ
きりさせたい」「各パートのバランス（音程・音量）を
考えて主旋律が聴こえるようにしたい」「合唱の表現力
を高めたい」「合唱団がどことなく棒立ちだから，キャ
ストとの一体感がない」などの問題点が挙げられた。こ
れらの意見を受けて，実行委員を中心に，作品を再構成
し，表現の練習が始まった。
（2）鑑賞から自分たちの表現を深める
　子どもたちは，配役や台詞，舞台での動き等を精選す
る過程で，より想いを伝えるためには「一人一人の意識
の向上」と「表現力の向上」が大切だと感じたようであ
る。しかしながら，実際には，ただ合唱しているだけで
深まりが見られないのが現状である。そこで，本題材で
は合唱団の役割に着目し，構成面と表現面の追究をして
いく。その際，ミュージカルやオペラ合唱を鑑賞するこ
とで，楽曲の魅力を味わい，合唱団の役割について考え，
そこから自分たちの表現に何が必要かを探っていく。そ
して，合唱団としての役割を意識した主張のある表現が
生まれていくことを期待し，感動ある作品に仕上がるた
めの授業構想を考えた。
　
２．学びのストーリー　　
（1）「先輩を超えたい」３年生への進級を実感する
（第１時～２時）
憧れの『Ｇloria』との出会い （第１時）
　３年生に進級して実行委員の子どもたちは，「もっと
聴き手に伝わる作品を完成させたい。」という願いをもっ
ていた。さらに，「自分たちの想い（主張）をどのよう
に表現に結びつけるか？」という視点を明確にしておき
たいという教師の想いもあった。
　３年生最初の音楽の授業では，合唱祭で毎年３年生が
学年で歌う『Gloria』を教材として取り上げた。本校では，
この曲を歌うことが３年生としてのステータスともなっ
ているため，楽譜が配布されると，子どもたちからは歓
声があがる。早速去年の３年生のDVDを鑑賞する。する
と「声の迫力，ハーモニーの厚みなどやっぱり去年の先
輩はすごい。」と感嘆の声があがった。しかし，「私たち
は先輩を超えられるのだろうか？」という気持ちを素直
に述べる子どももいた。その時の麻友（※名前は全て仮
名である。）の感想には，
　「１度歌ってみて，とても難しいと感じた。この曲を
あんなに感動するものに仕上げた先輩達はすごいなと
思った。」と記されていた。
　そこで，教師は「附中生として受け継がれてきた音楽
探究による学びの高まりが学校文化の担い手を育む
　　― 題材『伝えたい！創作音楽ドラマに込めた私たちの想い』を通して
鑑賞と表現活動を組み合わせた取組 ―　　
福井大学教育地域科学部附属中学校　栁　　　博　恵
　「福井市連合音楽会で，自分たちの想い（主張）を他校の中学生に伝えたい。」そんな子どもたちの願い
を実現するために，オペラやミュージカルなどの総合芸術作品を味わうことを通して，修学旅行で上演し
た作品を再構成していく。聴き手にわかりやすく伝えるためには，どのように作品の構成を吟味し，表現
につなげていけばよいのか。本題材の活動を通し，子どもたちは，最上級生として音楽による学校文化の
創造を意識し，自分たちにとって価値ある音楽づくりを目指すようになっていく。
キーワード：音楽教育，創作音楽ドラマ，歌唱表現，鑑賞
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文化を是非，君たちがしっかり引き継ぎ，後輩達に伝え
ていってほしい。また,様々な活動に精一杯取り組めば，
この曲を歌う感動や喜びを味わうことができる。」と述
べた。
総合芸術の価値を再認識する （第２時）
　音取りのためのパート練習を一通り行った後，この曲
が実際にミサで演奏されているDVDを鑑賞した。天井
が高く広大な教会の中で，オーケストラ，合唱，ソリス
トが一体となって演奏する様子に，子どもたちは釘付け
になった。
　グループ（生活班）毎に聴いて感じ取ったことの意見
交換をした。
  
和樹：一人一人の声の深さが違うよね。
昌也：深さって何？
あゆ： おなかの底から出してて，つーんって感じがしない声
のことだよ。つまりオペラ歌手の声とかが深いって言
うんだよ。
昌也：じゃぁ，俺らの声って全然深くないね。
聡一：そうだね。じゃぁ深くしないと。
麻友：私は，強弱とか全然つけられていないと思うな
あゆ：そうだよね。
和樹：強弱をつけることで，表現の幅も広がるよね。
聡一：本物は，強弱すごいから，何か心に響くものがあるよね。
麻友：他は？何かある？
あゆ：ソプラノの声が上から取ってるって感じするよね。
麻友：全然，痛くない（つーんとしない）よね。
　麻友の班のように，ほとんどの子どもたちが「豊かな
声の響きに感動した。」「音楽のスケールが壮大だ。」と
いう感想を述べている。子どもたちは，総合芸術の価値
を再認識できたようである。
  
（2） 『つながりーいま前に踏みだそう－』を再構成する
 （第３時）
話し合いから学習課題が設定される
　３年生としての実感を抱きながら，いよいよ連合音楽
会に向けての取組が始まった。
　今年の３年生から，「創作音楽ドラマをもっと感動的
に表現したい。」という意見が出る。修学旅行で上演し
た創作音楽ドラマは30分もあり，規定である８分に作品
を再構成し，伝えたいことを凝縮しなければならない。
そこで，授業は，どの部分を残すべきかを子どもたちと
検討することから始まった。横浜で上演したVTRを，音
楽，演出，音響などの視点をもって鑑賞し，良かった点
や改善点を各自が気づき，まとめていく。その後グルー
プに分かれて連合音楽会でどのような表現をすると良い
か話し合った。
麻友：どこを残したい？
あゆ：やっぱり，『今　始めよう』残したいな。
和樹：そうだね。最後の歌は絶対入れたい。
昌也・聡一：僕（たち）も同じ『今　始めよう』を残したい。
麻友： 『今　始めよう』はこのストーリーの伝えたいことが
全部入ってくるからね！
　麻友の班は，残したい曲目について終始話し合ってい
た。想いが一番込められた最後の曲『今　始めよう』の
歌詞や曲想について楽譜を見ながら話し合っていた。
　他の班でも，脚本の構成や楽曲の特徴などいろいろな
面から，どの部分（曲・台詞）を残していきたいか話し
合われた。実行委員は，放課後の実行委員会で，授業で
出たクラスの意見を提案した。
作品に込める主張を考える
　元々 30分程の作品を再構成し，「８分という限られた
時間に，伝えたいことを詰め込む」ために，子どもたち
はどの曲を残すべきか悩んだ。３時間目の授業を受け，
放課後開かれた実行委員会で，子どもたちはその想いを
口々に述べた。
　歌を全曲（４曲）残す案，一番伝えたいことが凝縮し
ている曲を１曲残す案，など８分間の限られた時間で想
いをわかりやすく伝えるために話し合いが深まっていっ
た。
　その際，歌詞（メッセージ性があるかどうか）の面や
曲調（音楽を特徴づけている要素：速度・旋律など），
作品の「構成」や「全体のバランス」の面から，残した
い曲を絞っていった。
　また，自分たちの想いを歌のみでつないでもなかなか
聴き手に伝わりにくいため，「配役や台詞の精選」「舞台
での動き」といった構成面での話し合いにも時間をかけ
た。台本担当の生徒は話し合いで出た意見を受けて書き
直し，実行委員会で読み直し，訂正といった活動を繰り
返しながら，台本を作成していった。
（3） 『つながりーいま前に踏みだそうー』の表現を追究
する （第４時～７時）
　台本の完成を受け，教師から次の２つのポイントを提
示した。
・作品に込めたメッセージの保持をすること
・台詞や音楽の短縮が内容の軽視にならないように
　 今回の取り組みでは，「グレードアップした創作音楽
創作音楽ドラマの再構成が始まる
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ドラマ作品を上演したい。」という実行委員の願いが
強く，具体的に次の点を挙げている。
・ キャスト（独唱者）と合唱が一体となった表現を追究
すること。
・ 合唱も含めそれぞれの登場人物に役割があり，それぞ
れが意味のある演技を主体的にすること。
・演奏に効果的な動きや照明を工夫すること。
・舞台全体の構成を考えた配置をすること。
・ 自分たちの想いが伝わるように，メッセージを発信で
きるように，一人一人が主体的な表現をすること。
　 これを受けて，実行委員たちはまず「みんなの気持ち
がひとつになるように意識を高め，音楽を創る楽しみ
を感じ，協力して取り組むこと」が重要だと考えた。
子どもたちが主体的に音楽とかかわるしかけ （第４時）
　この時間から，合唱表現について，個人の課題をもと
に班編制をおこなった。下記のような個人課題（目標）
目標が掲げられた。
・音程を確実にする
・強弱をつけて歌う
・声の出し方を工夫する。
・表情をつけて気持ちを込めて歌う　　など
麻友の班のメンバーは，
克夫：気持ちを考える
賢治：気持ちを込めて歌う
聡一：やる気を出して，気持ち込めて歌う
沙織：気持ちを込める
あゆ：歌詞の意味を考えて歌う
さら：気持ちを考える
麻友：文節を区切って意味が伝わるように歌う
　男子３人，女子４人の男女混合で，歌詞や旋律につい
て分析し，気持ちを込めて歌いたいという仲間が集まっ
た班である。
　４時間目の授業の最初に，実行委員が考えた演技を歌
いながら演じて見せた。子どもたちは，ただ見ているだ
けで反応がない。その後，実行委員から演技を習い，実
際にやってみたが今一つしっくりいかない。そのためか，
歌の表現も消極的である。子どもたちからは「迫力がな
い。」「歌詞の内容と一致していない。」との指摘が出さ
れた。確かに教師の目に映ったものは，単に歌詞の内容
を動きで表しているだけの表面的な動きであり，演技と
は言い難い。
　なかなかみんなの気持ちが高まらず，ただ漠然と歌っ
ている。この状況を何とかしたい。そこで，歌うことの
楽しさや喜び，生き生きとした表情が感じ取られるもの
はないか。今の子ども達に何か刺激になるものはないか
といった観点から，「ハイスクールミュージカル２」「綾
戸智絵合唱団クワイヤ」を見せることにした。
　「ハイスクールミュージカル２」は，言葉の意味は何
となくしかわからないが，演じている人の表情や動きで，
状況や気持ちが伝わってくる作品である。また，「綾戸
智絵合唱団クワイヤ」は，歌うことの楽しさや喜びを体
全体で表現しているので，見ている人にまで元気がもら
えるパワーのある作品である。いずれも今，目の前にい
る子どもたちにとって，適した鑑賞資料だと考えた。
沙織：楽しそうなのがわかる
克夫：楽しく，はじけて歌う
賢治：気持ちを強くもてば声も態度も変わる
聡一：はじけてた
さら：雰囲気作りって大事だよね。合唱団の。
麻友： 一人じゃ伝わらないこともみんなで凝縮して伝えるこ
とができるね。
　このあと，全体で意見を共有し，一人一人の創作音楽
ドラマに対する想いを再確認でき，連音に向けて徐々に
意識を高めることかできた
　少しずつ，みんなの気持ちは高まってきているものの，
学年全体での練習を受けて，放課後の実行委員会では，
「実行委員ばかりが一生懸命やっているだけで，だれも
ついてきていない感じがする。」という意見が出された。
そして，「実行委員から言われたことをするのではなく，
一人一人が主体的に音楽に関わることが重要だ」と「もっ
と歌詞の意味や今まで自分たちが取り組んできたことを
考えて歌ってほしい。」などの要望を各クラスごとに訴
えていくことにした。
〈授業後の麻友の感想〉
　 音ドラの時，頑張ってやったときのことが，全部なくなっ
ていて，みんなのやる気を戻すのに大変だった。それに，
もっと気持ちを込めて！とか強弱付けて！っていっぱい
言っているのに，やってくれなくて苦労した。
合唱団の役割って何？ （第５時）
　学習のねらいに沿った“聴く”活動を取り入れること
で，合唱団の役割に着目させ，舞台での動きなどの構成
や声の響きなど表現のかかわりを感じ取らせたい。「感
じ取ったこと」とその根拠になる「音楽の諸要素の働き」
とを結び付ける活動を大切にしながら，創作音楽ドラマ
『つながり－いま前に踏み出そう－』の表現追究につな
げていきたいと考えた。
　５時間目の授業が始まると，クラス指揮者の雄也が『今
始めよう』の表現練習を始めた。「もっと強弱つけて」
とか「言葉をはっきり言って」など的確な指示が出た。
そして，実行委員長の望夢が「合唱はずいぶん良くなっ
てきたが，迫力に欠けている。伝えたいことが見ている
人に伝わらない。合唱団としての役割を考えて歌ってく
ださい。」との発言が出た。
　それを受けて，「まだまだ表現力足りないよね。」「気
持ち込めて歌っているの？」など周りの子ども達からの
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つぶやきも聞こえてきた。
　子どもたちは，合唱団の役割を考えることで，何を表
現するか捉えようとしている。さらにそこから，合唱団
が並ぶ隊形や演出を工夫しようとする姿勢がみられる。
合唱も「単なるバックコーラスではない」という意識が
出てきた。
　そこで，もう一度オペラの合唱を見ようということに
なり，オペラ『ナブッコ』（ヴェルディ作曲）より『金
色の翼に乗って』とオペラ『カルメン』（ビゼー作曲）
より『ハバネラ』をDVDで鑑賞した。前者は，自由を
求める人たちが自分たちの想いを静かな中にも力強く表
現しているが，動きはあまりなく，立ち位置と照明に工
夫がしてある。後者は，主人公の独唱と合唱とのやりと
りが巧みで，演技が伴っている。さらに，合唱団一人一
人の表情が映像にうまく捉えられている。麻友たちの班
は，鑑賞後，次のような意見や感想を交換している。
  鑑賞後の意見交換について，この班では順番に意見や
感想を述べていくことになった。
  
まり： カルメンでは主役が目立っていた。主役を引き立てる
ために合唱があったって感じがした。
あゆ：（両方とも）流れがあって気持ちが伝わった。
麻友： 『金色～』の方は強弱があって，それは人数が大勢っ
てこともあるけど，全員の意識が高いっていうか，気
持ちがある。
克夫：体全体で気持ちを伝えようとしていた。
聡一： 強いところと弱いところの変化が激しい。ギャップが
いい。
賢治：歌う態度から気持ちを感じた。
さら： ２曲とも雰囲気が伝わった。『金色～』は表情が見え
なかったけど伝わったし，『ハバネラ』では表情でも
伝わってきた。
　「みんなが一つになっている感じがした」「周りの人が
ソリストを引き立てる感じがした」「日本語ではないの
で言っていることはわからないけど，一番伝えたいとこ
ろがわかった」「照明で雰囲気が感じ取られた」…など
鑑賞教材から，各自が何かを感じ取ることができていた。
　次に，自分たちの演奏に生かせることは何かをグルー
プで話し合う。
まり： 自分たちの歌はソロはないけど，部分によって各パー
トにメロディがある。他のパートはそれが引き立つよ
うにやるといい。
あゆ：強弱とか表情で伝えたい想いを表現する。
麻友： 全員の一人一人の声の出し方で歌が変わる！自分の声
があるから，合唱が成り立つという自覚をもつ！
克夫：体全体を使えばいい。
聡一：大袈裟なくらい強弱をつける。
賢治：歌う態度を変える。想いを一つに。
さら：歌詞がないところは表情を変えて，歌全部で
沙織：一生懸命さが伝わるために，一人一人の意識を！
全体で意見を共有する
　各班の感想から，自分たちの演奏に生かすことを発表
し，自己のイメージや想いを伝え合ったり，他者の意図
に共感したりできるようにするなどコミュニケーション
を図る。この活動を通して，「音楽を特徴づけている要素」
と「音楽にかかわる用語」について理解させたい教師の
意図がある。
１班：動きとか表情とかがついている。
　　→ 全員で歌ったら自分の声は聞こえないかもしれないけ
ど，一人一人の存在感を意識して歌い方を変える。
（沙織）
２班： カルメンは，ソロだけでなく脇役と演奏をつくってい
る。
　　→ カルメンみたいに役者だけでなく，後ろの動きを大き
くして演奏をつくる。 （泰基）
３班：歌に込める想いが強い。
　　→表情とかつける。 （拓也）
４班： 歌い方に強弱がついている。声の高さと声量が比例し
ている。
　　→個人個人が大きい声を出す。 （勇也）
５班： カルメンは周りと対話しているようで，言葉がわから
なくても伝わってくる。
　　→全員で強弱を統一する。 （和樹）
６班：強弱にメリハリがあった。周りの人にも表情がある。
　　→目で笑うことと強弱をつける。 （早紀）
７班： カルメンは日本語じゃなくても伝えたいことが分かる。
ナブッコは伝えたいことが伝わらない。
　　→ 一体の動きと表情。一人一人が曲をどうしたいか理解
する。 （美友）
  
　各班が感想を述べた後，「自分たちの曲の表現」につ
いて話していく。その際『今　始めよう』の前半部分の
楽譜をもとに表現方法や想いを書き込みをしていく。漠
然とした気持ちの面での音楽の高まりではなく，楽譜か
ら音楽の諸要素を読み取り，音符から感じ取ったことを
表現に結び付ける活動をおこなった。
楽譜から表現方法について読み取る
麻友：先に（楽譜に）書いてからやった方がいいよ。
　その言葉を受け，歌う前に話し合うことになった。
　しかし，基本的に女子だけの話し合いとなっていた。
男子は女子の話を最初は聞いていないが，リーダーが楽
譜に記入し始めると話し合いに参加してきた。
沙織：どう歌ったらいい？
まり：明るく。
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麻友：はじめをちゃんと入る。
さら： （つぶやくように）明るいっていったらみんな明るい。
麻友：一つ一つの文節に区切って山をつくる。
まり：「♪感じる」のところ大切に。
あゆ：だんだん盛り上がる。
麻友： 「♪強く」で４パートがそろう（からしっかり合わせる）
まり：最初，ｍｆ。全部もっと大きく。
麻友： ここ（16分音符）音が速い（細かい）から，言葉を
強調してわかりやすく。
　自分たちの演奏に生かすことを確認した後，実際に声
を出して表現しグループ練習をする。その際，歌いなが
ら，どこをどのように気を付けると良いか確認しながら
練習するように指示した。
　とりあえず，キーボードを移動し，歌う隊形になった。
♪第１回目練習
　→男子とＡｌｔ歌えない…。
　　男子：つられる・・・
　
♪第２回目練習（沙織がバスの音程をとる）
　→Ａｌｔは少し出たが，やはり男声は声が出ない。
♪第３回目練習（「♪知ってるでしょう」まで）
　麻友：文節を意識して。「今」ちゃんと入って。
♪第４回目練習（「♪知ってるでしょう」まで）
　→まだ，女子の声しか聞こえない。
♪第５回目練習（全部）
　→少し，男子の声出始めた。
麻友： 息つぎをするところで全体的につながらなくなってし
まう。もっとつながりを意識して！
　このあと，終曲『今　始めよう』の表現について，再
び話し合いと表現練習が続いていくが，この時間は結論
が出ず，６時間目に持ち越された。
クラス全体で表現を追究していく（第６時）
　前時の続きで，グループ練習から授業がスタートした。
楽譜を見て，感じ取ったとことを表現に生かそうとする
姿が見られた。しかし，なかなか思うようにいかない現
状である。
　その後，各グループの書き込み楽譜をみんなで見合い，
クラス全員で『今　始めよう』前半部分の表現について
追究していく。これまでに，個人で考え，そして，グルー
プで考える順序を踏まえているので，クラス全体での話
し合いはとても有意義ものとなり，一人一人がしっかり
課題を捉えて学習に臨むことができた。
　こうして，子どもたちは作品全体の構成を捉え，さら
には作品を通して伝えたい主題についても考えようとし
ていった。
知覚・感受したことを書き込んだ楽譜
  音楽集会の学び合いから表現が繰り上がる （第７時）
　６月11日に，前期の音楽集会が開催された。本校恒例
のこの集会は，音楽学習の成果の発表の場となっている。
各学年とも春には「音楽を総合的に理解し，構築する題
材」が設定されているため，子どもたちにとっても，共
通の視点で鑑賞できると考えている。
　音楽集会では，まず１年生が『音と音楽の違いは？（サ
ウンドスケープによる創作）』１枚の絵をモチーフにし
て“声”で音楽を創る。10名ほどのグループで仕上げた作
品を発表した。
〈麻友の感想から〉
「 私たちがやったとき，すごく難しくてなかなかできなかっ
たことを，しっかりできていて，すごいと想いました。絵
のどこを表現しているか伝わってきました。」
楽譜にみんなの意見を書き込む
楽譜で確認しながら練習を進めていく
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　さらに，２年生は『俳句の世界を音楽で表すと…』松
尾芭蕉の俳句から，感じ取った世界を“声”で表現する。
これも10名ほどのグループで仕上げた作品と１年冬に創
作した学年の歌を発表した。
〈麻友の感想から〉
「 想いつかないような変わったこと（松尾芭蕉の役がいたこ
と・サウンドスケープと響きのある声を混ぜ合わせたもの
など）をいろいろしていて本当にびっくりしました。男女
混合班が多く，それぞれの声の特徴を生かすことができて
いいなと想いました。特に２年生の学年合唱は声量があり，
迫力が伝わってきた。」
　いよいよ３年生の事前発表。「果たして自分たち３年生
が，最高学年としての創作音楽ドラマの発表ができるか
心配だった。」と麻友は言う。しかし，３年生は堂々と
した発表を披露した。下級生からは賞賛の声があがる。
２年生の男子生徒からは「来年自分たちが，これを超え
る演奏ができるように頑張りたい。」との発言もあった。
　子どもたちは，「自分は精一杯やったけど，まだ，全
員が本気になっていない！」「まだ自分たちにできるこ
とがあったと思う」これらの感想を受けて，残された時
間と今できることを考えて，気持ちの面プラス技術面の
表現練習を開始した。
　「聴いている人にメッセージを伝えたい！」という気
持ちを込めて，表情をつけて歌うこと，言葉が明確に分
かるように発音をしっかりすること，などより豊かな表
現ができるように視点をもって練習を積み重ねていっ
た。
（4）学習の振り返り （第８時）
学びを振り返り今後の学びを展望する
　６月17日に開催された福井市中学校連合音楽会での子
どもたち発表が成功し，その後の授業で振り返りを行っ
た。まず，上演記録VTRを鑑賞する。初めて客観的に鑑
賞した子どもたちは「思っていたよりも，作品のながれ
（構成）が上手くできているし，声がきれいに出ている。」
という声があがる。
　その後，２ヶ月半かけてきた学習を学級全体で振り
返った後，「附中生にとって連合音楽会の発表はどのよ
うな意味があるのか」というテーマで意見を書いた。麻
友は次のように書いている。
　連音は附中生にとって「３年生になる」ということではな
いかと思う。今まで頑張った甲斐があったなと思うくらい，
自分でも感動するものがあってすごく良かったと思う。緊張
して出し切れないところもあったかもしれないけど，今の自
分たちにできることを精一杯やったと思います。私たちが伝
えたかったことが伝わっているといいです。
　連合音楽会終了後，たくさんの方から「附属中の取り
組みに感銘し，演奏に感動した。」という声が聞かれた。
子どもたちに報告すると，自分たちがやってきたことへ
の自信と誇りにつながり，「次は，合唱祭に向けてみん
なの気持ちを一つにして頑張りたい！」と満面の笑みで
答えた。
　また，リハーサルを見に来てくれた卒業生は，附属中
の音楽文化について語り，「自分たちの手で仲間と協力
して創り上げていくんだという強い意志をもつこと。そ
して，後輩たちに伝えていく義務と責任がある。」と，
自分たちの経験を通して子どもたちにメッセージを送っ
てくれた。本校の連合音楽会における舞台芸術作品創作
の取組は，今年で17年目になる。これまでの先輩たち
の学びが財産となって積み重なり，現在の学習に生かさ
れていることを，教師も子どもも実感した。
　「どのようにすれば聴き手に自分たちの想いを伝え，
より感動を与えることができるか」という子どもたちの
願いを音楽科として，鑑賞資料を取り入れ，表現活動に
生かすことができる視点に気付かせた。この活動を通し
て，音楽に関する言葉を用いて，音楽に対するイメージ，
思いや意図などを相互に伝え合う活動ができ，学びが広
がった。
３　省察
「子どもの学びの必然性」と「教科としての必然性」
　先の実践報告は，本校（福井大学教育地域科学部附属
中学校）の第Ⅷ期研究主題「探究するコミュニティ」三
年次サブテーマ「学びの必然性を問う」を受けて行った
ものである。
　子どもたちの「先輩を超えたい」という願いから取組
が始まった。本題材が，自分たちの作品への想いが強く
なり，それが誇りと自信になって主張をもった表現へと
高まっていく学習の発展性がある。
　ただ，今回の実践を振り返ってみると一部の子どもた
ちは上記のように，自ら学びたい，うまくなりたいなど
発意をもって授業に臨んでいるが，すべての子どもたち
がそうとは言えない現状を目の当たりにした。そこで，
子どもの気持ちや考えをくみ取り，授業の中でどのよう
に子どもたちを受け入れ，教科としての力を身につけて
いくかを常に考えていた。
例えば，本題材の５時間目の授業では…
「表現の工夫」をする場面で，麻友が音楽的なコメント
をするものの，それを生かしてグループ全体で一つの表
現を追究するところまではいかなかった。今回，自分が
感じていた子どもたちの「気持ち」の部分の弱さが根本
的な課題であったと思う。ここが子どもの視点でいう必
然性の欠如であり，この原因や解決策を探っていくこと
がサブテーマの解明につながっていくと感じている。題
材の設定とその展開，コミュニティの形成方法や資料提
示など，目の前の子どもたちの実態に合わせた工夫が必
要であると考える。探究のスパイラルで考えるならば，
「発意」に当たる部分をどう引き出すかが鍵だと思う。
　今後の研究の方向性として，学習サイクルをスパイラ
ルに重ねながら，子どもの音楽活動の基礎的な能力を伸
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ばし，確かな力や豊かな情操を育み，判断力や批評力を
育成したいと考えている。何よりも「導入段階（発意を
生み出す）」と「学びの確認と発展の段階（次の活動に
向けて課題を分析する力）」での教師の出番を重視する
授業スタイルをもちながら，研究を進めたい。学習サイ
クルが連続性と発展性をもち積み重なって展開されるこ
とで，子どもの感受する力，思考・判断する力，表現す
る力，聴き取る力などが確実に伸び，徐々に質の高い学
びが実現され，学びが拓かれていくように一連の学びを
しっかり構築していきたい。
教科の視点から
　子どもの主体的な学びを引き出すことができるよう
に，鑑賞活動と表現活動が交互に関連をもって位置する
ように設計した。両者の相乗効果により，子どもの思考
をゆさぶり，練り合いが深まることと，子どもの音楽性
や作品の質の深化・発展をねらうことができた。目的意
識をもって“聴く”活動を取り入れることで，子ども一人
一人が感じたことや発見したこと，思い描いたイメージ
などを交流することができた。仲間と音楽的な視野の広
がりや音楽表現の高まりを共感し合う楽しさを味わわせ
ることができたと感じる。こうした活動体験を重ねてい
くことで，主体的な音楽活動を展開していく力を養うこ
とができると実感した。
　指導者としてねらいを明確にもつこと，説明・発問・
実技指導・生徒の活動など内容を吟味することや，その
順序立ての工夫などの重要性を改めて痛感した。やはり，
生徒が「分かる」「できた」「楽しい」と思える授業の構
築こそが大切なのである。また，これまでの技能や完成
度を求める指導から，自分たちの想いを表現できる生徒
の育成をめざして指導の工夫と改善を図り，適した題材
の研究をおこなっていくことが重要であると考える。「音
楽を喜び分かち合うこと（学習の共有化）」と「音楽の
喜びを求め続けること（学習の継続化）」に焦点をあて，
今後とも，これまでの取組を大切にし，実践を深めてい
きたい。
　子どもの想いや願いを受け止め，音楽とのかかわりを
深めて子どもの音楽的・人間的な成長を感じ，子どもが
「歌いたい」「演奏してみたい」「創ってみたい」「聴いて
みたい」といった願いをもてる教材の提示や音楽活動の
工夫をし，心に響く音楽を求める子どもの姿を大切にし
たい。今後も特に，表現領域の授業でも「聴く活動」を
随所に取り入れ，子ども同士のかかわりを深めたり互い
のよさや課題を見つけたりして自ら高まる子どもの姿を
求めていきたい。
　また，活動の視点を子どもに気づかせる教師のしかけ
も重要である。教師の指導力が求められる。子どもが主
体的に活動する中でも，教師主導でなければいけないと
きもあると考えている。音楽を高める上で，教材や活動
が必然性があるかどうかを吟味して取り入れることがと
ても大事である。
　
学校文化創造に向けたプロセスの構築
   本校では「３年間を見通した授業」をデザインし実践
している。音楽科では「総合芸術の創造」を柱とした授
業実践をしており，これは「学校文化の創造を視座に置
いた実践」だと位置づけている。
  そのため，子どもたちは何を学ぶか分かっている。そ
こで，子どもと共に授業を創る取り組みは，子どもの音
楽への課題意識が高まり，学年で音楽を創り上げるプロ
ジェクトにまで発展する。そして，学校行事での発表
などで感動が共有されると，「今，連音を終えてみると
『附属の３年生としてやりとげた』という気持ちがある。」
と麻友が言うように，子ども自身が学校文化創造の担い
手であることを自覚するようになっていくと確信する。
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